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第一中学校跡地 S
セイル

al ア セット㈱へ売却 校舎は払下げ
問 道路交通安全対策はどうなっているか。
答 �一部計画がなされている箇所もあるが、今後状況を把握しながら、前向きに検
討していく。

問 �契約期間については 10 年間となっているが、その間、他の事業者へ賃貸契約も
可能なのではないか。

答 �提案内容に基づいた事業を行うことが趣旨なので、基本的に全部を又貸しする
ことは想定していない。

問 �提出された事業計画では、地域住民との関わりが希薄になっているような気が
するがどうか。

答 �様々な組織や地域住民との連携については、現段階でははっきり決まっていない。

問 �投資計画では 20 億円から 25 億円投資するということだが、具体的な事業内容
が不明確である。どのような計画となっているか。

答 �事業内容は主に油化事業であり、大手企業との業務提携で、廃プラスチックか
ら油を生成することである。グループ企業であるロンツグループや大手企業と
の連携を進めていく。

問 国県の補助事業が活用された場合、本町は関わりを持つのか。
答 �おそらく国の補助金を想定していると思われるが、企業が国へ申請する補助金
は、本町を経由しないものと考えている。ただし、誘致企業として本町と立地
協定を締結した場合は、大崎町企業立地雇用促進補助金として、最大 2億円が
補助される。

問 当該土地を売却した場合、土地と建物の固定資産税の見込み額は。
答 �建物については年間 130 万円、土地については年間 40万円の税収を見込んで
いる。

問 廃ビニール飛散防止について確約は求められないか。
答 �保管方法はフレコンバックを使用し、高さは 1ｍ未満とする。追加対策として、
グラウンド境界にフェンスの設置を予定している。適正な管理体制に努める。

第一中学校跡地 S
セイル

al ア セット㈱へ売却 校舎は払下げ

○�本件に対しては、契約後の不確定要素が多く、引き続き事業監視の徹底や情報開示の拡
充、契約履行の担保など徹底していくよう要請。
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第一中学校跡地 S
セイル

al ア セット㈱へ売却 校舎は払下げ
大崎第一中学校跡地利用者に関する募集要項
趣　　旨：�平成 26年に廃校になった校舎及びグラウンドなど有効活用し、産業振

興、雇用促進、福祉の向上に資する事業を実施する事業者を募集。
　　　　　提案事業は原則 10年以上実施することとしている。
応　　募：Sal アセット㈱　1社のみ
　　　　　Sal アセット㈱　代表取締役　澤村恵子氏
　　　　　�令和 5年 12月に本町に設立。既存のカラル㈱の一部業務を引継ぎ、み

んなの農業公園などの受け皿法人。農産加工・地域住民の交流施設・
食堂等に校舎敷地を活用。現在営業実績無し。

売却面積：25,496.41㎡

特別委員会審議 現地調査説明会

４,６６５万円特別委員会

建物活用図参考資料５

第一中学校跡地 S
セイル

al ア セット㈱へ売却 校舎は払下げ

○　おおさき議会だよりNo.1763



菱田中学校跡地 ㈱トラ イアルカンパニーへ売却
問 更地復元工事 1 億 2,000 万円で行う敷地残余杭 188 本はなぜ残っていたか。
答 �平成 30年度の PFI 事業「大崎町スポーツ交流施設整備事業」で、消防詰所、宿
泊施設などを建設する予定であったが、事業を中止再利用の可能性から残した。

問 �杭抜き工事やフェンス撤去等における振動や雑音に対する対策はどのような対
応がなされるか。

答 �鹿児島市内でも実績のあるフライヤー工法と言われる工法を用いて振動などの
軽減をはかる。

問 �工事による近隣住宅等の亀裂や爆裂などの被害が出た場合の補償はどうなるのか。
答 ��近隣住宅などの現状を調査（写真など）して、工事による損傷であれば工事業者
と大崎町で補償することになる。

問 �交通量の増加による交通渋滞や地域住民の交通安全対策はどのように対応する
のか。

答 �菱田小学校の正門側には店舗の入口は設置しないよう配慮するとのこと。店と
協議をして、契約書の中に交通安全対策の文言を挿入するよう協議したい。

問 �24 時間営業であることから近隣住民の生活環境への影響がかなりあると思われ
るが、住民説明会の開催はどうするのか。

答 �大規模小売店立地は大型店立地法の対象となることから、想定される雑音・道
路交通安全対策・一部ゴミなども協議の対象になると思われる。

問 �先に菱田公民分館から提出された請願書
について、対応策はあるのか。

答 �中学校跡地ではなく他の公共用地の活用、
菱田改善センター、民有地の借用などを
検討している。

菱田中学校跡地 ㈱トラ イアルカンパニーへ売却

※�土地の処分に関する議案は、6 月25 日本会議において特別委員会委員長（鷲東慎一議員）
報告のあと賛成討論（藤田香澄議員）があり、全会一致で可決された。

議会からの要請により開催された住民説明会
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菱田中学校跡地 ㈱トラ イアルカンパニーへ売却
「土地の処分」議案提出の経緯
R6.2.20	 菱田公民分館にて跡地、地域コミュニティについて意見交換会
　  2.27	 議会へ「菱田中学校跡地活用に関する請願書」　議会は同請願可決
　10.23	 町と菱田公民分館にて意見交換会開催
　11.18	 本町と㈱トライアルカンパニー間で誘致に向けた協議開始
R7.5.19	 ㈱トライアルカンパニーより書面による出店協議申込書が提出される
　  5.26	 出店協議申込に対し受理、受理書を発行
　  6.10	 議会に対し菱田中学校跡地「土地の処分について」議案が出される
　  6.13	 議会は特別委員会を設置
　売却面積：17,960.87㎡

問 �雇用従業員 100 名程度を計画されている。既存企業からの転職も心配される。
また、既存の物品販売業への影響も大きいものが予想される。既存事業所など
支援は考えているか。

答 �十分懸念する点である。商工振興に関しては、商工観光課と協議し共存共栄で
きる対策を協議したい。

3 日間に及ぶ特別委員会審議

５,０２９万円特別委員会

菱田中学校跡地 ㈱トラ イアルカンパニーへ売却

○　おおさき議会だよりNo.1765



 

質
問  

研
修
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン

ド
は
、
大
崎
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
が
利
用
し
て
い
る

が
、
影
響
は
な
い
か
。

 

答
弁  

昨
年
11
月
に
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
関
係
者
と
協
議
し
た
。
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
使
用
面
積
は
狭
く
な
る

が
、
特
段
、
広
さ
に
関
し
て
は
問

題
な
い
と
聞
い
て
い
る
。た
だ
し
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
飛
び
越
え
な
い

高
さ
の
フ

ェ
ン
ス
を

設
置
す
る

な
ど
の
対

策
は
講
じ

て
い
く
。

 

要
望  

健
康
ア
プ
リ
は
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
所
持
し
て
い
な
け
れ

ば
、
ポ
イ
ン
ト
を
利
用
で
き
な
い

と
の
こ
と
だ
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
所
持
不
所
持
に
関
わ
ら
ず
、

サ
ー
ビ
ス
の
差
異
が
極
力
な
く
な

る
よ
う
な
事
業
を
展
開
さ
れ
る
よ

う
要
望
し
た
。

※
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
と
は
、
通

常
の
法
定
通
貨
（
日
本
銀
行
が
発

行
す
る
お
札
や
政
府
が
発
行
す
る

硬
貨
）
と
は
異
な
り
、
自
治
体
が

独
自
に
発
行
し
、
地
域
内
の
商
店

や
サ
ー
ビ
ス
で
利
用
で
き
る
電
子

的
な
通
貨
の
こ
と
で
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
や
地
域
通
貨
カ
ー

ド
を
通
じ
て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

で
使
え
る
の
が
特
徴
。

 

質
問  

菱
田
中
跡
地
の
土
中
に
杭

が
残
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

そ
の
理
由
は
。

 

答
弁  

当
時
は
合
宿
施
設
等
の
拠

点
施
設
を
整
備
す
る
計
画
が
あ

り
、
土
中
の
杭
も
有
効
活
用
す
る

予
定
で
あ
っ
た
。

 

質
問  
今
回
の
企
業
誘
致
に
あ
た

り
、
杭
を
撤
去
す
る
必
要
が
あ
る

の
か
。

 

答
弁  

土
地
を
売
却
予
定
の
企
業

か
ら
、
障
害
物
の
な
い
状
態
で
の

引
き
渡
し
を
求
め
ら
れ
て
い
る
た

め
、杭
の
撤
去
が
必
要
に
な
っ
た
。

 

質
問  

ト
ラ
ク
タ
ー
と
水
田
ハ
ロ

ー
の
購
入
費
用
と
の
こ
と
だ
が
、

選
定
理
由
お
よ
び
稼
働
面
積
は
。

 

答
弁  

農
業
機
械
は
農
業
公
社
が

選
定
し
た
も
の
で
、
作
業
内
容
は

耕
う
ん
と
代
か
き
で
あ
る
。

　

今
後
、
益
丸
地
区
お
よ
び
有
村

地
区
で
進
め
ら
れ
る
基
盤
整
備
を

見
越
し
て
購
入
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
稼
働
面
積
は
ピ
ー
ク
時
で
約

45
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
見
込
ん
で
い

る
。

 

要
望  

今
後
の
農
業
の
在
り
方
を

考
え
た
場
合
に
は
、
ド
ロ
ー
ン
の

活
用
も
多
く
な
る
と
思
わ
れ
る
た

め
、
農
業
機
械
の
選
定
に
あ
た
っ

て
は
、
考
慮
さ
れ
る
よ
う
要
望
し

た
。

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

総
務
厚
生
常
任
委
員
会
議案可決

中
央
分
団
消
防
詰
所
新
築
工
事

２
億
円

健
康
ア
プ
リ
お
よ
び
デ
ジ
タ
ル
地
域

通
貨
ア
プ
リ
を
活
用
し
た
事
業

４
０
７
万
円

菱
田
中
跡
地
の
土
中
杭
や

フ
ェ
ン
ス
ブ
ロ
ッ
ク
等
の
撤
去
工
事

１
億
２
千
万
円

農
業
公
社
の
機
械
導
入
に

関
す
る
経
費

５
９
２
万
円

土中杭撤去後、売却予定の菱田中跡地

中央分団消防詰所建設予定地
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一  般  質  問一  般  質  問 ８
議
員
が
登
壇

 
町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

一般質問とは
　町長などの執行機関に
対し、業務の執行状況や
将来の方針などについて
議員個人として政策論争
を行うものです。

問い合せ先：大崎町議会事務局　TEL ０９９－４７６－１１１１（内線　310・311）

二次元コード※をスマ
ホ等で読み込むと各
議員の一般質問を視
聴できます。
※�バーコードを拡張するた
めに開発された二次元
コードは、端末を使って
簡単にコードを読み取る
ことができます。

中
なか

　山
やま

　美
み

　幸
ゆき

　議員
・教育施設の管理について Ｐ13

藤
ふじ

　田
た

　香
か

　澄
すみ

　議員
・�地域サービスの担い手づくりと協同的なまちづく
りの推進について

・�多様な働き方を後押しする創業支援の在り方について
Ｐ12

中
なか

　倉
くら

　広
ひろ

　文
ふみ

　議員
・町長選挙について
・文化財の保護と活用について
・旧大丸保育園跡地利用について

Ｐ11

岡
おか

　元
もと

　修
しゅう

　一
いち

　議員
・空き家対策について
・持続可能なイノシシ対策の強化について Ｐ10

児
こ

　玉
だま

　孝
たか

　德
のり

　議員
・人口減少対策と移住定住促進について
・高齢者福祉について Ｐ９

富
とみ

　重
しげ

　幸
ゆき

　博
ひろ

　議員
・大崎町歴史資料編纂について
・大崎町歴史遺産の情報管理について Ｐ８

稲
いな

　留
どめ

　光
みつ

　晴
はる

　議員
・第３次大崎町総合計画後期の答申について
・住宅リフォーム助成制度の創設について Ｐ14

Ｐ15

草
くさ

　原
はら

　正
まさ

　和
かず

　議員
・�住民生活の質の向上に向けた専門職の導入と
活用について

・�過去の一般質問において「検討する」とされた
案件の進捗と今後の対応について

○　おおさき議会だよりNo.1767



問 

大
崎
町
史
編へ

ん

纂さ
ん

の
重
要

性
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

認
識
を
持
っ
て
い
る
か
。

文
化
的
基
盤
づ
く
り
と
認
識

答 

町
長　

単
な
る
記
録
作

業
で
は
な
く
、
町
民
の
記
憶

と
誇
り
を
未
来
に
つ
な
ぐ
と

い
っ
た
文
化
的
基
盤
づ
く
り

と
い
う
観
点
か
ら
も
、
大
変

意
義
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

教
育
的
意
義
が
あ
る
と
認
識

答 

教
育
長　

大
崎
町
へ
の

関
心
や
誇
り
が
芽
生
え
、
帰

属
意
識
が
高
ま
る
こ
と
な
ど

の
教
育
的
意
義
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

取
り
組
み
状
況
は
ど
う
か

問 
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
か
。

現
代
史
の
執
筆
に
着
手

答 

教
育
長　

令
和
４
年
度

ま
で
は
組
織
体
制
づ
く
り
を

進
め
、
大
崎
町
史
編
纂
委
員

会
を
開
催
し
た
。
令
和
６
年

度
に
つ
い
て
は
、
有
識
者
に

よ
る
執
筆
分
担
を
依
頼
し
、

株
式
会
社
ぎ
ょ
う
せ
い
九
州

支
社
と
業
務
委
託
契
約
を
締

結
し
、
現
代
史
の
執
筆
に
着

手
し
て
い
る
。

資
料
収
集
に
つ
い
て
は　

ど
う
か

問 

現
時
点
で
の
資
料
収
集

点
数
は
、
ど
の
程
度
の
規
模

に
な
っ
て
い
る
か
。

資
料
収
集
は
９
２
０
点
で
あ
る

答 

社
会
教
育
課
長

　

現
時
点
で
執
筆
に
必
要
な

収
集
資
料
は
、
国
や
県
お
よ

び
本
町
の
書
籍
資
料
等
を
合

わ
せ
て
９
２
０
点
で
あ
る
。

町
史
編
纂
に
係
る
関
係
者
は

問 

町
史
編
纂
に
係
る
関
係

者
は
ど
の
よ
う
な
構
成
か
。

町
内
委
員
に
学
識
経
験
者
を

含
め
て
構
成

答 

社
会
教
育
課
長　

文
化

財
保
護
審
議
会
委
員
４
名
、

歴
史
探
学
会
大
崎
の
会
５
名
、

役
場
Ｏ
Ｂ
７
名
、
鹿
児
島
探

研
の
会
１
名
の
計
17
名
で
構

成
し
、
町
史
編
纂
委
員
会
に

つ
い
て
は
、
教
育
長
を
委
員

長
と
し
、
町
史
編
纂
調
査
部

会
か
ら
委
員
４
名
と
有
識
者

と
し
て
、
志
學
館
大
学
教
授

の
原
口
泉
先
生
、
鹿
児
島
探

研
の
会
代
表
理
事
の
東
川
隆

太
郎
先
生
を
顧
問
と
し
て
参

加
い
た
だ
い
て
い
る
。

町
史
編
纂
委
託
事
業
の　

成
果
は

問 

令
和
６
年
度
町
史
編
纂

事
業
支
援
業
務
委
託
完
了
後

の
成
果
等
は
ど
う
か
。

刊
行
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

等
が
鮮
明
に

答 

社
会
教
育
課
長　

令
和

８
年
度
の
発
刊
を
目
標
と
し

て
、
編
集
企
画
業
務
、
資
料

収
集
お
よ
び
分
析
業
務
を
は

じ
め
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
の
作
成
、
町
広
報
紙
の
Ｐ

Ｄ
Ｆ
化
な
ど
、
目
次
構
成
等
、

刊
行
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

や
資
料
収
集
の
方
向
性
が
鮮

明
に
な
っ
た
。

歴
史
資
料
館
建
設
の　
　

考
え
は
な
い
か

問 

社
会
教
育
学
習
、
民
俗

学
、
郷
土
史
研
究
に
活
用
で

き
る
歴
史
資
料
館
（
仮
称
）

の
建
設
に
つ
い
て
は
、
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

今
後
検
討
し
て
い
く

答 

教
育
長　

歴
史
資
料
館

建
設
に
つ
い
て
は
、
必
要
性

や
意
義
を
十
分
認
識
し
て
お

り
、
今
後
、
町
長
を
は
じ
め
、

町
民
の
み
な
さ
ん
方
の
ご
意

見
を
聞
き
な
が
ら
検
討
し
た

い
。

町
史
編へ

ん

　さ
ん纂
の
認
識
を
問
う

町
民
の
記
憶
と
誇
り
を
未
来
に
つ
な
ぐ

富
と み

重
し げ

　幸
ゆ き

博
ひ ろ

 議員

編纂委員会の様子

郷土資料展示室（町中央公民館）
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問 

人
口
減
少
対
策
で
、
若

年
層
・
子
育
て
世
代
の
定
住

促
進
策
は
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
か
。
ま
た
、
空
き
家

バ
ン
ク
の
利
活
用
促
進
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

空
き
家
改
修
実
証
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
る

答 

町
長　
子
育
て
し
や
す
い

環
境
や
生
活
を
支
え
る
施
策

の
充
実
が
重
要
で
あ
り
、
定

住
住
宅
取
得
・
企
業
立
地
促

進
・
新
規
創
業
・
空
き
店
舗

対
策
事
業
な
ど
の
補
助
金
の

ほ
か
、
地
域
応
援
商
品
券

発
行
な
ど
町
内
産
業
の
振
興

及
び
雇
用
の
促
進
を
は
か
る
。

ほ
か
に
空
き
家
等
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
制
度
が
あ
り
、
空
き
家

改
修
実
証
事
業
に
も
取
り
組

ん
で
い
る
。

子
育
て
支
援
施
策
の
充
実
を

問 

子
育
て
支
援
施
策
の
充

実
と
、
さ
ら
に
オ
ン
ラ
イ
ン

や
ア
プ
リ
を
活
用
し
た
支
援

策
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
を

開
設
す
る

答 

町
長　

保
育
料
や
産
後

ケ
ア
の
無
償
化
、
出
産
祝
い

金
10
万
円
支
給
や
未
就
学
児

を
対
象
に
医
療
相
談
ア
プ
リ

を
導
入
し
て
い
る
。
来
年
度

は
相
談
窓
口
の
子
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
を
開
設
す
る
予
定

で
あ
り
、
小
児
科
の
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
な
ど
も
考
え
て
い

く
。

答 

教
育
長　

入
学
援
助
金

制
度
３
万
円
支
給
や
学
校
給

食
費
の
無
償
化
、
ブ
ッ
ク
ス
タ

ー
ト
事
業
が
あ
る
。
今
後
は
、

小
中
学
校
体
育
館
へ
の
空
調

設
備
を
計
画
し
て
い
る
。

移
住
者
と
の
交
流
を
促
進
す

る
取
り
組
み
に
交
付
金
を

問 

移
住
者
は
地
域
の
こ
と

が
わ
か
ら
な
い
な
ど
不
安
が

あ
る
。
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
し
、
地
域
の
文
化
や
習
慣

を
紹
介
す
る
場
を
設
け
た
集

落
に
交
付
金
を
支
給
で
き
な

い
か
。

今
後
の
課
題
と
し
て
考
え
る

答 

町
長　

移
住
者
が
地
域

に
な
じ
み
、
地
域
住
民
と
の

相
互
理
解
の
場
は
重
要
で
あ

り
、
今
後
の
課
題
と
し
て
交

付
金
支
給
は
考
え
て
い
く
。

高
齢
者
の
社
会
参
加
の
促
進

健
康
増
進
事
業
の
展
開
は

問 

介
護
予
防
、
健
康
増
進

の
た
め
に
は
高
齢
者
の
社
会

参
加
の
促
進
が
大
切
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

健
康
ア
プ
リ
で
意
識
向
上
を

答 

町
長　
健
康
ア
プ
リ
で
地

域
通
貨
と
連
動
し
た
ポ
イ
ン

ト
付
与
を
導
入
予
定
で
あ
り
、

健
康
意
識
の
向
上
で
介
護
予

防
に
努
め
て
も
ら
う
。

見
守
り
活
動
や
助
け
合
い
活

動
な
ど
今
後
の
強
化
策
は

問 

見
守
り
に
お
い
て
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
な
い

方
や
交
流
の
少
な
い
方
へ
の

強
化
策
は
な
い
か
。

地
域
住
民
の
見
守
り
や
民
生
委

員
な
ど
の
訪
問
活
動
が
あ
る

答 

町
長　

地
域
住
民
に
よ

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
、
民

生
委
員
や
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
訪
問
活
動
、

保
健
師
、
看
護
師
等
に
よ
る

健
康
の
受
診
勧
奨
訪
問
な
ど

が
あ
る
。

介
護
保
険
料
な
ど
の
社
会
保

障
費
増
加
へ
の
対
策
を

問 

介
護
保
険
料
の
増
加
抑

制
の
た
め
、
本
当
に
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
が
効
率
的
に
提
供

さ
れ
る
よ
う
、
ケ
ア
プ
ラ
ン

の
最
適
化
や
サ
ー
ビ
ス
の
重

点
化
が
必
要
と
思
う
が
ど
う

か
。

よ
り
効
果
的
な
ケ
ア
プ
ラ
ン

で
給
付
費
を
抑
制
し
て
い
く

答 

町
長　
過
剰
な
提
供
に
な

っ
て
い
な
い
か
を
確
認
し
、
地

域
支
援
事
業
や
介
護
予
防
の

充
実
を
は
か
り
、
よ
り
効
果

的
な
ケ
ア
プ
ラ
ン
点
検
で
給

付
費
抑
制
に
努
め
て
い
く
。

若
者
・
子
育
て
世
代
の
定
住
促
進
を

補
助
金
や
空
き
家
改
修
実
証
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
る

児
こ

玉
だ ま

　孝
た か

德
の り

 議員

異文化交流（ミャンマーのお団子づくり体験）
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問 

「
大
崎
町
空
き
家
対
策
計

画
」
の
空
き
家
の
発
生
を
抑

制
す
る
重
点
取
り
組
み
と
は
。

施
策
の
案
内
と
利
活
用
の

推
進
で
あ
る

答 

町
長　
住
民
向
け
に
は
、

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
案
内
。

転
入
、
町
内
転
居
希
望
者
向

け
に
は
情
報
の
提
供
や
各
補

助
制
度
の
紹
介
な
ど
で
あ
る
。

資
源
の
有
効
活
用
を
新
た
な

大
崎
モ
デ
ル
と
で
き
な
い
か

問 

残
置
物
撤
去
補
助
制
度

の
対
象
に
古
物
商
な
ど
を
加

え
て
再
販
、
再
利
用
を
強
化

し
た
町
独
自
の
持
続
可
能
な

リ
ユ
ー
ス
社
会
を
作
れ
な
い

か
。

法
律
や一般
廃
棄
物
処
理
実

施
計
画
と
の
関
係
性
が
あ
る

答 
町
長　
法
令
を
確
認
し
、

関
係
各
所
と
丁
寧
か
つ
十
分

な
協
議
の
上
判
断
す
る
。

空
き
家
を
子
育
て
世
代
に
新

た
な
支
援
策
と
で
き
な
い
か

問 

手
頃
な
住
宅
提
供
と
新

た
な
補
助
制
度
で
、
生
活
に

余
裕
を
持
た
せ
ら
れ
な
い
か
。

さ
ら
な
る
拡
充
は
難
し
い

答 

町
長　

保
健
福
祉
、
教

育
分
野
で
補
助
、
給
付
事
業

を
行
っ
て
お
り
、
制
度
は
充

実
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。

空
き
家
バ
ン
ク
は
効
果
的
な

見
せ
方
が
で
き
て
い
る
か

問 

写
真
の
追
加
や
内
容
の

工
夫
で
、
よ
り
効
果
的
な
情

報
媒
体
と
で
き
な
い
か
。

視
覚
的
発
信
は
有
効
で
あ
る

答 
町
長　

利
用
者
目
線
で

の
改
善
案
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
魅
力
的
発
信
を
研
究
し

て
い
く
。

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
畜
産

業
の
被
害
額
は

問 

増
え
続
け
る
現
状
で
の

農
畜
産
業
に
与
え
る
影
響
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

被
害
額
も
増
え
続
け
て
い
る

答 

農
林
振
興
課
長
　
左
記

の
と
お
り
で
あ
る
。

年
間
を
通
し
て
補
助
対
象

と
で
き
な
い
か

問 

生
育
し
続
け
る
イ
ノ
シ

シ
に
対
す
る
に
は
、
有
害
鳥

獣
駆
除
期
間
の
緩
和
で
、
切

れ
間
の
な
い
支
援
が
必
要
で

は
な
い
か
。

国
や
県
と
協
議
し
て
い
く

答 

農
林
振
興
課
長　

国
や

県
に
支
援
相
談
、
近
隣
市
町

や
猟
友
会
と
も
話
し
合
っ
て

い
く
。

く
く
り
罠
へ
の
支
援
拡
大

は
で
き
な
い
か

問 

設
置
数
の
多
さ
か
ら
捕

獲
率
が
高
い
が
、
コ
ス
ト
も

か
か
る
と
聞
く
。
会
員
の
資

材
調
達
に
新
た
な
補
助
は
で

き
な
い
か
。

現
在
全
会
員
対
象
の
支
援
は

協
議
し
て
い
な
い

答 

農
林
振
興
課
長

「
大
崎
町
鳥
獣
被
害
対
策
実

施
隊
」
に
は
実
費
を
一
部
補

助
し
て
い
る
が
、
そ
の
他
の

猟
友
会
へ
の
補
助
は
考
え
て

い
な
い
。

本
町
に
お
け
る
空
き
家
問
題
は

避
け
て
通
れ
な
い
重
要
課
題
で
あ
る

岡
お か

元
も と

　修
しゅう

一
い ち

 議員

増え続ける空き家

くくり罠

イノシシによる被害実績

年度 被害面積 被害量 被害金額
（千円）

令和 4年 84a 8,552㎏ 959

令和 5年 126a 13,454㎏ 1,271

令和 6年 141a 29,915㎏ 1,626
対象作物：稲、芋類、そば、飼料作物など
農家からの報告、猟友会からの聞き取りによる

農林振興課資料より抜粋
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問 

本
年
12
月
20
日
の
任
期

満
了
に
伴
う
町
長
選
挙
は
、

本
町
住
民
の
関
心
事
と
し
て

大
き
な
話
題
の
ひ
と
つ
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
、
実
施

が
予
定
さ
れ
て
い
る
町
長
選

挙
へ
の
所
見
を
伺
う
。

出
馬
は
し
な
い

答 

町
長　
６
期
目
半
ば
頃

か
ら
、
出
処
進
退
に
つ
い
て

考
え
て
き
た
。
ま
だ
ま
だ
や

れ
る
と
い
う
自
負
心
と
、
一

方
で
は
80
歳
代
に
な
り
、
健

康
を
過
信
し
て
は
な
ら
な
い

と
自
ら
を
戒
め
る
な
ど
、
自

問
自
答
し
て
き
た
が
結
論
と

し
て
、
次
期
町
長
選
に
は
出

馬
し
な
い
こ
と
を
決
意
し
た
。

史
跡
埋
蔵
品
等
の
確
認
に

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
活
用
を

問 
現
時
点
で
、
新
た
な
歴

史
資
料
館
等
の
建
設
が
難
し

い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ

の
史
跡
に
設
置
し
て
あ
る
看

板
等
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
等
を
付

け
て
、
既
存
の
郷
土
資
料
室

の
埋
蔵
品
や
詳
し
い
説
明
が

確
認
で
き
れ
ば
、
史
跡
等
を

訪
れ
た
関
係
者
の
満
足
度
も

向
上
す
る
の
で
は
な
い
か
。

非
常
に
有
効
な
手
法
で
あ
る

答 

社
会
教
育
課
長　

横
瀬

古
墳
や
そ
れ
ぞ
れ
の
史
跡
の

看
板
な
ど
に
、
出
土
遺
物
や

発
掘
調
査
の
詳
細
な
情
報
を

閲
覧
で
き
る
よ
う
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
等
を
付
け
る
こ
と
は
、
非

常
に
有
効
な
手
法
だ
と
考
え

る
。

旧
大
丸
保
育
園
敷
地
は
ど

の
よ
う
に
活
用
す
る
の
か

問 

よ
う
や
く
施
設
の
解
体

が
始
ま
っ
た
当
該
地
だ
が
、

今
後
の
活
用
法
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

関
係
部
署
と
協
議
を
重
ね

検
討
し
て
い
く

答 

町
長　

地
域
の
方
々
の

意
向
や
、
ま
ち
づ
く
り
計
画

と
の
整
合
性
を
は
か
り
な
が

ら
、
関
係
部
署
間
で
十
分
に

協
議
を
重
ね
、
住
民
の
皆
様

に
も
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ

う
丁
寧
に
検
討
を
進
め
て
い

く
。

意
向
調
査
方
法
と
時
期
に

つ
い
て
問
う

問 

ど
の
よ
う
な
手
法
で
住

民
の
意
向
を
確
認
す
る
の
か
、

ま
た
、
検
討
時
期
に
つ
い
て

問
う
。

関
係
者
と
の
意
見
交
換
で

早
い
時
期
に
検
討
す
る

答 

町
長　

大
丸
公
民
分
館

役
員
や
自
治
公
民
館
長
と
の

意
見
交
換
に
よ
る
聴
取
や
、

古
墳
に
関
係
す
る
大
崎
町
文

化
財
保
護
審
議
会
、
歴
史
探

学
会
の
方
な
ど
か
ら
話
を
伺

え
な
い
か
と
考
え
て
お
り
、

な
る
べ
く
早
い
時
期
に
検
討

し
て
い
く
。

次
期
町
長
選
挙
へ
の
考
え
は

出
馬
し
な
い
こ
と
を
決
意
し
た

中
な か

倉
く ら

　広
ひ ろ

文
ふ み

 議員

県内 2 番目の規模を誇る横瀬古墳

今後の活用が望まれる旧大丸保育園敷地

※�「
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
」と
い
う
名
称
は
、

株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ

の
登
録
商
標
で
す
。

○　おおさき議会だよりNo.17611



第
一
、
安
全
面
に
つ
い
て
緊

急
対
応
す
る
方
法
は
あ
る
。

9
月
補
正
で
予
算
措
置

答 

町
長　

イ
ノ
シ
シ
の
問

題
は
学
校
か
ら
の
報
告
は
受

け
て
い
な
か
っ
た
。
児
童
生

徒
や
教
職
員
が
襲
わ
れ
る
心

配
も
あ
る
。
フ
ェ
ン
ス
な
ど

対
策
は
必
要
で
あ
る
。
プ
ー

ル
に
つ
い
て
は
プ
ー
ル
サ
イ

ド
で
ケ
ガ
の
恐
れ
も
あ
り
、

早
急
に
処
理
す
べ
き
と
考
え

予
算
措
置
す
る
よ
う
指
示
す

る
。

設
置
者
と
し
て
早
急
に
対
処

す
る
姿
勢
が
必
要
で
あ
る

問 

学
校
施
設
の
管
理
の
目

的
は
児
童
生
徒
や
教
職
員
の

生
命
や
心
身
の
安
全
を
確
保

す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

不
具
合
が
発
生
し
た
場
合
の

対
応
が
非
常
に
遅
い
。
迅
速

な
対
応
が
な
さ
れ
な
い
と
命

に
係
わ
る
。

一
義
的
に
は
学
校
か
ら
の

連
絡
待
ち

問 

行
政
の
手
が
届
か
な
い

個
別
具
体
の
地
域
課
題
に
対

し
て
、
町
民
自
ら
が
組
織
し
、

参
画
者
同
士
が
対
等
な
立
場

で
事
業
を
運
営
す
る
「
協
同

労
働
」
の
仕
組
み
に
つ
い
て
、

町
は
把
握
し
て
い
る
か
。

地
域
課
題
解
決
の
仕
組
み
と

し
て
広
が
っ
て
い
る
と
認
識

答 

町
長　

令
和
４
年
に
労

働
者
協
同
組
合
法
も
施
行
さ

れ
、
住
民
自
ら
が
主
体
と

な
っ
て
地
域
課
題
の
解
決
や

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
に

取
り
組
む
こ
と
を
可
能
と
す

る
も
の
で
あ
り
、
全
国
各
地

で
活
用
に
向
け
た
動
き
が
広

が
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。
日
置
市
に
お
い
て
は
、

弁
当
配
達
事
業
の
取
り
組
み

が
実
施
さ
れ
地
域
の
困
り
ご

と
対
応
と
い
っ
た
効
果
が
生

ま
れ
て
い
る
。

協
同
労
働
の
立
ち
上
げ
支

援
を
で
き
な
い
か

問 

例
え
ば
、
広
島
市
に
お

い
て
は
、
協
同
労
働
を
行
う

団
体
の
立
ち
上
げ
を
金
銭
面

と
知
識
面
で
の
支
援
を
行
っ

て
い
る
。
本
町
と
し
て
取
り

組
む
考
え
は
な
い
か
。

必
要
な
支
援
措
置
に
つ
い

て
協
議
し
た
い

答 

町
長　

町
民
に
よ
る
組

織
の
立
ち
上
げ
や
事
務
な
ど
、

必
要
経
費
も
発
生
す
る
と
思

う
。
改
め
て
地
域
課
題
の
情

報
収
集
や
、
必
要
な
支
援
措

置
を
担
当
課
と
協
議
し
た
い
。

副
業
も
含
め
た
多
様
な
働

き
方
に
合
っ
た
創
業
支
援

制
度
は
で
き
な
い
か

問 

本
町
の
新
規
創
業
・
起

業
支
援
補
助
金
に
つ
い
て
、

副
業
で
の
創
業
も
対
象
と
で

き
な
い
か
。

社
会
の
動
向
に
合
わ
せ
て

状
況
を
勉
強
し
た
い

答 

町
長　

現
在
、
当
補
助

金
の
補
助
対
象
者
要
件
は
、

事
業
所
に
勤
め
て
い
な
い
方

及
び
事
業
所
の
役
員
で
な
い

方
で
あ
る
。
勤
務
し
な
が
ら

副
業
、
起
業
と
い
う
状
況
に

社
会
が
な
り
つ
つ
あ
る
の
で

あ
れ
ば
、
も
う
少
し
勉
強
し

た
い
。

公
共
施
設
の
柔
軟
な
運
用
を

問 

創
業
支
援
施
策
の
一
つ

と
し
て
、
町
民
が
既
存
施
設

で
事
業
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
で

き
る
よ
う
、
町
改
善
セ
ン

タ
ー
等
に
お
い
て
営
利
目
的

で
の
使
用
を
認
め
ら
れ
な
い

か
。

他
自
治
体
の
状
況
も
踏
ま
え

て
検
討
し
た
い

答 

町
長　

営
利
目
的
と
し

て
の
利
用
は
設
置
目
的
上
認

め
る
の
は
難
し
い
。
一
方
で
、

他
自
治
体
の
対
応
状
況
に
つ

い
て
も
勉
強
し
た
い
。

多
様
な
創
業
支
援
策
を

問 

店
舗
を
持
た
な
い
創
業

の
在
り
方
も
後
押
し
す
る
た

め
、
本
町
と
し
て
空
き
店
舗

等
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た

シ
ェ
ア
店
舗
・
キ
ッ
チ
ン
等

の
設
置
に
つ
い
て
の
考
え
は

な
い
か
。

地
域
の
活
力
向
上
の
観
点

か
ら
も
調
査
・
研
究
し
た
い

答 

町
長　

起
業
や
新
規
事

業
へ
の
挑
戦
を
後
押
し
し
、

地
域
の
活
力
向
上
を
は
か
る

観
点
か
ら
、
今
後
、
他
自
治

体
の
先
進
事
例
や
実
施
方
法

等
を
調
査
・
研
究
し
た
い
。

町
民
主
体
に
よ
る「
協
同
労
働
」の

立
ち
上
げ
を
支
援
で
き
な
い
か

必
要
な
支
援
措
置
を
協
議
し
た
い

藤
ふ じ

田
た

　香
か

澄
す み

 議員

協同労働ひろしまホームページより

協同労働で行っている福祉事業所「国分ほのぼの」の田んぼ作業
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問 

児
童
生
徒
の
学
習
や
運

動
に
使
用
さ
れ
る
施
設
に
、

改
善
策
が
必
要
な
も
の
が
見

受
け
ら
れ
る
。
安
全
管
理
は

適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。　

学
校
か
ら
の
報
告
に
よ
り

対
応
し
て
い
る

答 

教
育
長
　
学
校
は
児
童

生
徒
の
安
全
確
保
に
支
障
が

あ
る
時
、
委
員
に
報
告
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

報
告
を
受
け
緊
急
性
の
高

い
も
の
か
ら
対
処
し
て
い
る
。

学
校
設
置
者
と
し
て
点
検
管

理
体
制
は
で
き
て
い
る
か

問 

学
校
側
の
報
告
だ
け
で

児
童
生
徒
や
教
職
員
の
安
全

は
保
障
さ
れ
る
か
。

　

学
校
訪
問
す
る
と
不
備
な

点
が
多
く
見
ら
れ
る
。
学
校

設
置
者
と
し
て
、
日
頃
の
点

検
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
い

る
こ
と
は
な
い
か
。

学
校
長
が
安
全
面
の
確
保

を
す
る

答 

教
育
長　

児
童
生
徒
や

教
職
員
の
、
身
近
に
い
る
学

校
長
が
一
番
安
全
面
の
確
保

を
す
る
。

　

月
1
回
の
定
期
安
全
点
検
、

問
題
が
有
れ
ば
臨
時
安
全
点

検
を
実
施
し
て
緊
急
措
置
は

学
校
側
で
行
わ
れ
て
い
る
。

放
置
さ
れ
て
い
る
不
具
合

箇
所
は
無
い
か

問 

学
校
か
ら
の
報
告
、
議

員
、
学
校
訪
問
、
保
護
者
か

ら
の
連
絡
に
対
応
さ
れ
て
い

な
い
持
留
小
学
校
の
プ
ー

ル
・
校
門
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

校
舎
裏
の
イ
ノ
シ
シ
出
没
防

止
対
策
・
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
砂
の
飛
散
・
中
沖
小
学
校

の
ぬ
か
る
み
な
ど
認
識
し
て

い
る
か
。

緊
急
的
に
対
応
す
る
方
法

は
あ
る

答 

教
育
長
　
人
の
安
全
が

第
一
、
安
全
面
に
つ
い
て
緊

急
対
応
す
る
方
法
は
あ
る
。

9
月
補
正
で
予
算
措
置

答 

町
長　

イ
ノ
シ
シ
の
問

題
は
学
校
か
ら
の
報
告
は
受

け
て
い
な
か
っ
た
。
児
童
生

徒
や
教
職
員
が
襲
わ
れ
る
心

配
も
あ
る
。
フ
ェ
ン
ス
な
ど

対
策
は
必
要
で
あ
る
。
プ
ー

ル
に
つ
い
て
は
プ
ー
ル
サ
イ

ド
で
ケ
ガ
の
恐
れ
も
あ
り
、

早
急
に
処
理
す
べ
き
と
考
え

予
算
措
置
す
る
よ
う
指
示
す

る
。

設
置
者
と
し
て
早
急
に
対
処

す
る
姿
勢
が
必
要
で
あ
る

問 

学
校
施
設
の
管
理
の
目

的
は
児
童
生
徒
や
教
職
員
の

生
命
や
心
身
の
安
全
を
確
保

す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

不
具
合
が
発
生
し
た
場
合
の

対
応
が
非
常
に
遅
い
。
迅
速

な
対
応
が
な
さ
れ
な
い
と
命

に
係
わ
る
。

一
義
的
に
は
学
校
か
ら
の

連
絡
待
ち

答 

教
育
長　

子
ど
も
た
ち

の
安
全
や
職
員
の
安
全
は
守

る
べ
き
と
思
う
。
法
的
に
は
、

学
校
保
健
安
全
法
28
条
に
よ

り
当
該
学
校
の
校
長
か
ら
報

告
の
後
、
学
校
設
置
者
と
し

て
措
置
を
す
る
。

学
校
か
ら
の
連
絡
待
ち
だ

け
で
は
命
は
守
れ
な
い

問 

学
校
か
ら
の
連
絡
待
ち

で
は
な
く
学
校
設
置
者
と
し

て
法
28
条
に
つ
い
て
も
安
全

ポ
イ
ン
ト
が
示
し
て
あ
る
。

教
師
は
児
童
生
徒
の
支
援
に

重
点
を
お
く
べ
き
で
あ
る
。

施
設
の
安
全
管
理
は
学
校
長

の
報
告
に
頼
る
こ
と
な
く
学

校
設
置
者
の
責
務
で
は
な
い

か
。

情
報
を
共
有
し
て
い
く

答 

教
育
長　

柔
軟
的
に

色
々
な
場
合
が
あ
る
。
子
ど

も
た
ち
の
安
全
は
第
一
で
あ

る
。
教
育
委
員
会
か
ら
学
校

に
連
絡
し
た
り
し
て
、
情
報

共
有
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か

協
議
す
る
。　

学
校
施
設
の
安
全
管
理
は

で
き
て
い
る
か

教
育
委
員
会
か
ら
の
要
望
に
基
づ
き

予
算
配
分
し
て
い
る

改修が待たれる黒いマット部分（持留小）

中
な か

山
や ま

　美
み

幸
ゆ き

 議員

○　おおさき議会だよりNo.17613



問 

総
合
計
画
の
答
申
の
審

議
会
よ
り
出
さ
れ
た
要
望
・

提
言
は
、
大
変
重
み
が
あ
る

と
思
う
が
、
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

尊
重
し
な
が
ら
進
め
て
い
く

答 

町
長　
審
議
委
員
の
方
々

に
慎
重
に
審
議
い
た
だ
き
、

様
々
な
提
言
を
大
変
重
要
な

こ
と
だ
と
位
置
づ
け
て
い
る
の

で
、
そ
こ
を
尊
重
し
な
が
ら

進
め
て
い
く
。

外
国
人
に
つ
い
て
農
業
後
継

者
と
な
り
う
る
課
題
は
何
か

問 
稼
ぐ
農
業
を
目
指
す
た

め
に
は
、
安
定
的
な
農
業
の

担
い
手
を
確
保
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

外
国
人
に
つ
い
て
も
農
業
後

継
者
と
な
れ
る
よ
う
対
策
が

必
要
で
あ
る
が
課
題
は
何
か
。

永
住
の
証
明
・
国
籍
の
取
得

が
必
要
と
な
る

答 

農
林
振
興
課
長　

外
国

人
に
対
し
て
農
地
を
在
留
期

間
の
み
借
用
で
き
る
。

　

農
地
取
得
に
つ
い
て
は
厳

格
化
さ
れ
て
お
り
、
永
住
の

証
明
、
例
え
ば
国
籍
な
ど
の

取
得
が
必
要
と
な
る
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
を
取
り

込
む
事
業
の
検
討
認
識
は

問 

既
存
の
ス
ポ
ー
ツ
観
光

施
設
だ
け
で
な
く
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
需
要
を
取
り
込
め
る

よ
う
な
事
業
の
検
討
と
あ
る

が
、
外
国
の
方
で
ク
ル
ー
ズ

船
で
来
ら
れ
た
方
が
大
崎
町

に
来
て
お
金
を
使
っ
て
い
た

だ
く
そ
う
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ

だ
が
認
識
は
ど
う
か
。

海
岸
地
を
主
体
に
考
え
て
い
る

答 

町
長　
わ
が
町
が
ど
う
い

う
観
光
事
業
と
し
て
促
進
し

た
ら
い
い
か
、
自
分
た
ち
で
観

光
地
を
つ
く
って
新
た
に
外
国

人
の
方
々
が
関
心
を
持
つ
よ

う
な
も
の
を
つ
く
り
あ
げ
て
い

く
べ
き
で
、
ま
ず
は
海
岸
地

域
を
主
体
に
考
え
て
い
る
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制

度
創
設
を
求
め
る

問 

総
合
計
画
答
申
の
提
言
・

要
望
の
な
か
で
転
入
者
だ
け

で
な
く
現
在
居
住
し
て
い
る

町
民
の
方
々
へ
の
リ
フ
ォ
ー

ム
な
ど
、
補
助
金
の
拡
充
で

新
た
に
助
成
制
度
を
つ
く
れ

な
い
か
。

前
向
き
に
検
討
す
る

答 

町
長　

総
合
計
画
の
策

定
に
あ
た
り
、
審
議
会
か
ら

の
要
望
・
提
言
が
あ
っ
た
の
で
、

前
向
き
に
検
討
す
る
。

総
合
計
画
後
期
の
答
申
の

要
望
・
提
言
を
ど
う
考
え
る

大
変
重
要
な
こ
と
で
あ
り

尊
重
し
な
が
ら
進
め
て
い
く

稲
い な

留
ど め

　光
み つ

晴
は る

 議員

近隣自治体の住宅リフォーム助成などの実施状況（令和７年４月 15日現在）

自治体名 R7年度予算額 R6年度実績
補助金の上限額・交付額 件数 工事額・波及効果

鹿屋市 7,200万円 20％（100万円超で20万円） 一般158件 ５億4,834万円 耐震化改修5件

垂水市
一般上限450万円 15%　　　  668万円補正 49件　 8,818万9,745円
子育て世代270万円 45万円　341万5千円補正 8件 1,232万3,953円

交付額1,000万円 計１億50万円

曽於市 1,225万円
家財の撤去50万上限７万円
一般住宅　10％上限15万円

交付額1,068万円
74件

空き家　7件
リフォーム一般

　1億 2,280万円
家財撤去　25万
空き家リフォーム工事

2,710万円

志布志市 1,500万円
R6年度 1,500万
交付額 1,388万600
耐震化診断経費の2/3で上限6万円
耐震化改修経費の1/3で上限30万円

106件 総工事額
1億5,700万円

錦江町 500万円
500万予算で交付額317万
65歳以上同居20％　30万
一般10％　15万

17件

南大隅町 確定なし

予算850万

29件 総工事費
6,502万6,407円

交付額　　476万7,000円
一般15％　上限25万円　25件
子育て20％　上限30万円　4件　

肝付町 550万円
予算550万
交付額　425万2,000円
15％　100万円に対して15万円
20万円以上が工事対象

20件

実績なし
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問 

住
民
生
活
の
質
の
向
上

を
は
か
る
た
め
、
専
門
的
知

見
を
持
つ
職
員
の
導
入
・
配

置
が
必
要
で
は
な
い
か
。

必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る

答 

町
長　

現
代
社
会
は
複

雑
化
・
高
度
化
し
て
お
り
、

多
岐
に
わ
た
る
分
野
で
専
門

的
な
知
識
と
経
験
が
求
め
ら

れ
る
。
こ
う
し
た
知
見
を
持

つ
職
員
を
適
切
に
配
置
す
る

こ
と
で
、
よ
り
効
果
的
か
つ

効
率
的
な
行
政
運
営
が
可
能

と
な
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
や
町
の
持
続
可
能
な
発

展
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

る
。
専
門
性
を
持
つ
職
員
の

配
置
を
推
進
し
、
質
の
高
い

行
政
運
営
を
実
現
す
る
。

測
量
士
等
の
活
用
を
は
か
れ

問 
農
地
の
賃
借
に
よ
る
集

積
を
進
め
る
際
、
畦
畔
撤
去

後
の
返
却
時
に
境
界
が
不
明

確
に
な
る
問
題
が
あ
る
。
耕

作
放
棄
地
の
解
消
に
向
け
、

測
量
士
等
の
専
門
職
を
活
用

す
べ
き
。

先
進
事
例
に
学
ぶ

答 

町
長　

農
地
の
集
積
、

効
率
化
を
進
め
る
上
で
畦
畔

の
取
り
扱
い
に
関
す
る
課
題

は
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。

具
体
的
な
事
例
が
ど
の
程
度

あ
る
の
か
、
他
自
治
体
で
の

対
応
に
つ
い
て
情
報
収
集
に

努
め
る
。

要
望
を
達
成
で
き
た
も
の
は

問 

一
般
質
問
は
各
議
員
が

町
民
の
声
を
代
弁
す
る
場
で

あ
り
、「
検
討
す
る
」
と
の

答
弁
に
は
大
き
な
期
待
が
寄

せ
ら
れ
る
。
過
去
の
質
問
に

対
し
て
実
現
・
進
展
中
の
具

体
的
な
案
件
は
あ
る
か
。

検
討
を
進
め
な
が
ら
実
施

答 

町
長　
教
育
関
係
で
は
、

給
食
費
無
償
化
、
小
中
学
校

へ
の
冷
水
機
設
置
な
ど
を
実

施
し
た
。
菱
田
中
・
大
崎
第

一
中
は
企
業
誘
致
が
進
行
中

で
あ
る
。

長
期
化
し
て
い
る
案
件
は

問 

検
討
中
で
検
討
が
長
期

化
し
て
い
る
案
件
は
何
か
。

進
め
て
い
る
が
継
続
中

答 

町
長　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
関
連
は
、
菱
田
地
区
を

モ
デ
ル
地
区
に
指
定
し
、
講

習
会
や
研
修
を
経
て
、
在
り

方
検
討
会
を
開
始
。
子
ど
も

館
や
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
公
園

な
ど
の
子
ど
も
の
居
場
所
づ

く
り
は
、
女
性
活
躍
推
進
会

議
や
関
係
課
と
の
協
議
を
継

続
中
で
あ
る
。
畜
産
分
野
で

は
、
飼
料
・
資
材
・
燃
油
高

騰
や
子
牛
価
格
下
落
へ
の
支

援
を
実
施
し
つ
つ
、
今
後
も

価
格
動
向
を
注
視
し
、
引
き

続
き
支
援
策
の
在
り
方
を
検

討
し
て
い
く
。

今
後
の
取
り
組
み
姿
勢
は

問 

検
討
課
題
へ
の
対
応
状

況
を
町
民
に
ど
う
説
明
し
、

透
明
性
あ
る
説
明
責
任
を
果

た
す
の
か
。
進
捗
管
理
や
情

報
公
開
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

信
頼
関
係
の
構
築
に
努
め
る

答 

町
長　

行
政
の
基
本
は

透
明
性
と
説
明
責
任
の
確
保

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
を
通
じ
て
進
捗
状
況
や
課

題
を
分
か
り
や
す
く
発
信
し
、

住
民
と
の
対
話
を
大
切
に
し

な
が
ら
信
頼
関
係
を
築
い
て

い
く
。
情
報
公
開
も
多
様
な

手
段
で
公
平
・
迅
速
に
説
明

責
任
を
果
た
す
。

専
門
職
の
採
用
を
検
討
す
べ
き

質
の
高
い
行
政
運
営
を
は
か
る

草
く さ

原
は ら

　正
ま さ

和
か ず

 議員

菱田中学校跡地への誘致予定企業

簡易な基盤整備
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議員と語る会申込書

グループの
住所・名称

住　　　　　所

大崎町

名　　　　　称

代表者・電話番号

希望日時

第１希望日時
令和　　年　　月　　日（　　）

　　時　　分　～
第２希望日時

令和　　年　　月　　日（　　）
　　時　　分　～

希望会場

参加予定
人数

切
り
取
り
線

議員と語
る会

議員と語
る会

・開催日時　令和８年２月末日まで

・開催場所　�申込書に記載された希望場
所を基に、協議のうえ決定

・応募方法　�右記の申込書に記入のうえ、
官製ハガキの裏面へ貼り付
けてご提出ください

※今後、全町民を対象にした語る会も開催予定です。

スマートフォンなどで二次元コード
を読み取り、入力フォームから申し
込むことも可能です。

共にまちづくりを共にまちづくりを
考えませんか考えませんか
意見交換を行う意見交換を行う
グループを募集!グループを募集!

⬅

議
会
の
う
ご
き

　

５
月
13
日
、
鹿
児
島
県
町
村
議

会
議
長
会
主
催
に
よ
る
議
員
研
修

会
が
鹿
児
島
市
で
開
催
さ
れ
、
12

名
の
議
員
全
員
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

今
回
の
研
修
で
は
、
２
つ
の
講

演
が
あ
り
、
ま
ず
は
じ
め
に
「
人

口
減
少
と
地
域
社
会
・
地
方
議
会
」

と
題
し
て
、
東
京
都
立
大
学
人
文

科
学
研
究
科
の
山
下
祐
介
教
授
の

講
演
と
、次
に
「
情
報
と
は
何
か
、

ど
う
生
か
す
の
か
」
と
題
し
て
、

元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
三
宅
民

夫
氏
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
翌
日
は
「
加
治
木
ジ
ビ

エ
加
工
セ
ン
タ
ー
」（
姶
良
市
加

治
木
町
西
別
府
）
を
訪
問
し
、
会

社
概
要
や
ジ
ビ
エ
の
加
工
等
に
つ

い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
当
セ

ン
タ
ー
は
、
一
般
社
団
法
人
「
加

治
木
猟
友
会
」
の
メ
ン
バ
ー
が
、

令
和
２
年
６
月
に
立
ち
上
げ
た
も

の
で
、
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
な
ど
の

捕
獲
、
解
体
処
理
、
販
売
ま
で
一

貫
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
説
明
は

代
表
理
事
の
桑
迫
輝
文
様
か
ら
あ

り
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
ご
教
示
い
た
だ

い
た
お
話
は
、
今
後
の
本
町
行
政

に
と
っ
て
、
大
変
参
考
と
な
る
も

の
に
な
り
ま
し
た
。

自主研修（加治木ジビエ加工センターにて）

議
案
に
対
す
る可

否
状
況

　
６
月
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た

す
べ
て
の
議
案
等
は
、
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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P ick UpP ick Up

中
倉
議
員

　
大
崎
町
へ
移
住
さ
れ
た
き
っ
か

け
は
何
で
す
か
？

草
場
洋
平
さ
ん

　

転
入
前
は
鹿
屋
市
に
住
ん
で
い

ま
し
た
。
大
崎
町
内
の
知
人
か

ら
大
崎
町
で
は
住
宅
取
得
補
助

金
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
教
え
て

も
ら
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
木

入
道
集
落
内
に
令
和
６
年
７
月

に
新
築
住
宅
を
購
入
し
ま
し
た
。

中
倉
議
員

　
お
仕
事
は
ど
ん
な
こ
と
を
さ

れ
て
い
ま
す
か
？

草
場
洋
平
さ
ん

　

今
年
の
３
月
に
民
間
会
社
を

退
職
し
、
現
在
は
腸
活
事
業
に

関
す
る
仕
事
を
夫
婦
で
始
め
ま

し
た
。

　

腸
活
事
業
と
は
、
簡
単
に
言

う
と
、
食
生
活
な
ど
の
生
活
習

慣
を
見
直
し
、
腸
内
細
菌
の
バ
ラ

ン
ス
な
ど
を
改
善
す
る
こ
と
で
、

健
康
な
心
身
を
目
指
す
活
動
の

こ
と
で
、
自
宅
で
講
座
も
開
い
て

い
ま
す
。
最
近
は
特
に
、
食
に

対
し
て
意
識
の
高
い
方
も
多
く
、

い
ろ
ん
な
方
と
の
交
流
の
場
が
増

え
ま
し
た
。

中
倉
議
員

　
大
崎
町
に
移
住
し
て
良
か
っ
た

と
こ
ろ
は
何
で
す
か
？

草
場
真
緋
呂
さ
ん

　

出
産
・
子
育
て
応
援
事
業
や

新
生
児
10
万
円
給
付
金
事
業
な

ど
の
制
度
が
充
実
し
て
い
る
点
は
、

大
崎
町
の
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
の
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
も
手
厚
く
、
保
育
園
の
受

け
入
れ
態
勢
に
つ
い
て
も
私
の
思

い
が
通
じ
や
す
く
、
子
育
て
が
し

や
す
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

草
場
洋
平
さ
ん

　

私
た
ち
は
住
宅
取
得
補
助
金

制
度
を
利
用
し
て
家
を
建
て
ま

し
た
が
、
移
住
を
考
え
て
い
る
若

い
世
代
は
魅
力
を
感
じ
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
も
っ
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
）
を
活
用
し
て

情
報
を
発
信
し
た
ほ
う
が
い
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

あ
と
、
年
末
に
ひ
と
り
あ
た
り

１
万
円
分
の
商
品
券
が
い
た
だ
け

る
の
も
と
て
も
あ
り
が
た
い
で
す
。

中
倉
議
員

　
今
後
の
夢
や
目
標
が
あ
れ
ば

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

草
場
洋
平
さ
ん

　

娘
の
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
発

症
を
機
に
、
食
生
活
改
善
に
関

心
を
持
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
腸

活
事
業
を
始
め
た
わ
け
で
す
が
、

ま
ず
は
家
族
は
も
と
よ
り
、
み

な
さ
ん
が
健
康
で
幸
せ
に
な
る
こ

と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

　

腸
活
事
業
に
関
心
の
あ
る
方

は
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
も
開
設
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

◆
草
場
さ
ん
、
貴
重
な
お
話
し

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
崎
町
へ
令
和
６
年
７
月
に
転
入
さ
れ
た

大
崎
町
へ
令
和
６
年
７
月
に
転
入
さ
れ
た

草
場
さ
ん
夫
婦
に
聞
き
ま
し
た

草
場
さ
ん
夫
婦
に
聞
き
ま
し
た

腸
活
で
み
な
さ
ん
を
健
康
で
幸
せ
に

腸
活
で
み
な
さ
ん
を
健
康
で
幸
せ
に

ALOEVERA 腸活事業ALOEVERA 腸活事業

草草
くさくさ

場場
ばば

　　洋洋
ようよう

平平
へいへい

さん（志布志市有明町出身）さん（志布志市有明町出身）

　　　　　　真真
まま

緋緋
ひひ

呂呂
ろろ

さん（宮崎県国富町出身）さん（宮崎県国富町出身）

広報広聴常任委員会 副委員長広報広聴常任委員会 副委員長

中中
なかなか

倉倉
くらくら

　　広広
ひろひろ

文文
ふみふみ

　　議員議員

麹を使った発酵食品も販売しています
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町
民
の
広
場

編
　 

集
　 

後
　 

記

発
行
責
任
者

大
崎
町
議
会
議
長　

吉
原　

信
雄

　

黄
金
色
に
染
ま
っ
た
稲
穂
が
刈

り
取
ら
れ
て
い
く
光
景
に
、
豊
作
へ

の
願
い
が
募
り
ま
す
。

　

さ
て
、
６
月
議
会
で
は
、
大
崎

第
一
中
学
校
と
菱
田
中
学
校
の
跡
地

に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。
町
の
未

来
と
住
民
の
暮
ら
し
に
関
わ
る
重

要
な
議
題
と
し
て
慎
重
に
議
論
を

重
ね
、
本
町
の
発
展
を
願
い
可
決
い

た
し
ま
し
た
。
母
校
と
し
て
思
い
出

を
持
つ
方
々
に
と
っ
て
は
、「
学
び

舎
の
新
し
い
か
た
ち
」
へ
の
思
い
も

大
き
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

は
新
た
な
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
よ
り
親
し
み
や
す
く
、
皆
さ

ま
に
身
近
な
「
議
会
だ
よ
り
」
制

作
に
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。　
　
　
（
岡
元　

修
一
）

　
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　

委
員
長　

岡
元　

修
一

　

副
委
員
長　

中
倉　

広
文

　

委　
　

員　

中
山　

美
幸

　

委　
　

員　

宮
本　

昭
一

　

委　
　

員　

神
﨑　

文
男

　

委　
　

員　

稲
留　

光
晴

　

４
月
か
ら
伝
統
あ
る
大

崎
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
監
督
を
急
き

ょ
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

私
自
身
も
大
崎
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
Ｏ
Ｂ
で
あ
り
、
長
男
の

入
部
か
ら
外
部
コ
ー
チ
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
子
ど
も

や
監
督
、
コ
ー
チ
、
育
成

会
と
共
に
活
動
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

新
年
度
の
チ
ー
ム
の
目

標
に
、「
全
国
大
会
へ
出

場
」
を
掲
げ
ス
タ
ー
ト
を

切
り
、
研
修
セ
ン
タ
ー
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
ホ
ー
ム
グ
ラ

ウ
ン
ド
と
し
て
活
動
し
て

お
り
ま
す
。
部
員
は
、
大

崎
小
、
大
丸
小
、
中
沖
小

の
３
校
か
ら
１
～
６
年
生

の
男
女
20
名
で
す
。

　

６
年
生
９
人
を
含
む
今

年
の
選
手
た
ち
は
個
性

あ
る
子
た
ち
が
そ
ろ
い
、

「
勝
て
る
チ
ー
ム
に
な
ろ

う
！
」
を
合
言
葉
に
日
頃

か
ら
厳
し
い
練
習
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

県
大
会
準
優
勝
ま
で
は

厳
し
い
試
合
の
連
続
で
、

地
区
予
選
で
は
決
勝
ま
で

の
４
試
合
中
、
３
試
合
を

逆
転
勝
ち
で
勝
ち
上
が

り
、
地
区
大
会
２
位
で
県

大
会
の
切
符
を
獲
得
し
ま

し
た
。

　

県
大
会
で
も
決
勝
ま
で

の
５
試
合
中
、
逆
転
勝
ち

が
３
試
合
と
、
１
試
合
も

気
の
抜
け
る
試
合
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
子
ど
も

た
ち
の
成
長
が
強
く
感
じ

ら
れ
た
大
会
で
し
た
。

　

監
督
を
引
き
受
け
た
時

点
で
、
一
番
の
目

標
に
し
て
い
た
20

年
振
り
の
全
国
大

会
の
切
符
を
手
に

し
て
く
れ
た
子
ど

も
た
ち
、
一
緒
に

練
習
を
指
導
し
て

く
れ
た
コ
ー
チ
、

育
成
会
、
そ
の
他

関
係
者
に
は
、
感

謝
ば
か
り
の
ス
タ

ー
ト
に
な
り
ま
し

た
。

　

な
お
、
８
月
初

旬
に
福
井
県
で
行

わ
れ
た
第
39
回
全

日
本
小
学
生
男
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
で
は「
一
生
懸

命
」を
合
言
葉
に
、

大
崎
で
応
援
し
て
く
だ
さ

る
皆
さ
ん
の
思
い
を
胸
に

懸
命
に
プ
レ
ー
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
も
、
育
成
会
・

指
導
者
に
と
っ
て
も
最
高

の
夏
に
な
り
ま
し
た
。

私
の
想
い

私
の
想
い

「
も
う
一
度
、全
国
大
会
に
」

大崎ソフトボール
スポーツ少年団

監督　石
いし

原
はら

　広
こう

大
だい
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